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　1　はじめに
　19世紀の前半には．ほぼ産業革命を完成させたイギ
リスではあるが，工業化がその就業人口に及ぼした影
響は，想像される程急速なものではなかった。すなわ
ち，その世紀中葉においても「その雇用関係が依然と
してまったく工場や鉱山以外に，もしくは大工場『工
業』と一般的に定義されているもの以外にあった人々
が，全体的に見て高い比率を示していた1）」という状
態であったのである。
　だが，19世紀も後半ともなると，明らかに一つの変
化が生じてくる。それは第三の職業グループ，すなわ
ちホワイト・カラーの事務職員，教師，看護婦，国家
公務員等，いわゆる新中間層の急速なる成長である。
　これら新中間層は，19世紀中葉においてはほんのわ
ずかな存在でありながら，徐々にその数を増加させ，
現在では「その世界を理解しないことには，20世紀の
性格はつかめない2）」といわれるまでに，現代社会に
重要な地位を占めるに至っている。だが，かかる重要
なる意味をもつ新中間層ではあるが，この階層につい
ての厳密なる定義は，必ずしも明確なものではない。
　そもそも資本家階級と労働者階級という資本主義社
会に固有な二大階級にはさまれた中間層，あるいは中
流階級という概念自体が，あいまいなのである。階級
を決定する尺度として機能するものには，いくつかが
考えられる。収入，職業，学歴，家柄等々である。ま
た，その人自身がいかなる階級意識をもっているかと
いう主観的判断も考えられる。だがこれらの尺度は，
常に一貫した結果をもたらすとは限らない3）。例えば，
牧師はその収入が規定する以上の社会的地位を占めて
いるし，また現代のホワイト・カラーは，収入という
面よりみれば，労働者階級の上層部よりも恵まれてい
るとはいい難いが，その中流階級としての階級意識は
はなはだ強烈である，というように。
　したがって，階級を規定するのは一つの価値基準で
はなく，また当人の意識の問題でもなく，そのトータ
ルな判断にまたざるをえないということになる。が，
現実にはかかるトータルな判断というのは非常にむず
かしい。特に，現代の日本をはじめとして多くの先進
諸国において，国民の8～9割が中流階級意識をもつ
といわれる事態が，この問題を一層困難なものとして
いるのである。
　結局のところ，例えばG．D．　H．コールのように，
それに付随する諸々の問題点を考慮に入れた上で，職
業および収入をその主たる基準として用いるというこ
とにならざるをえないのである4）。
　かかる観点より新中間層をみるならば，収入の上で
は中流階級の下層部分を構成し，職業的には，産業化
社会の形成と共に出現してきた非肉体労働に携わる雇
用者，つまりホワイト・カラーを中心とする層である
ということになろう。
　これら中間層は，かつてはナチズムの支持母胎とし
て，または，資本家階級，労働者階級のどちらへ両極
分解するかとの観点より，主に研究対象として取上げ
られてきた。だが，既述のように国民のほとんどが自
らを中流階級と意識し，中流階級社会の到来が云々さ
れている今日，また新たな観点での研究の必要性が説
かれているのである5）。
　例えばイギリスにおいては次のように論じられてい
る。すなわち，高度大衆消費時代の到来と共に，特に
1950年代において，中規模の所得を得る者の増加が目
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立つようになった。所得構成はもはやピラミッド型で
はなく，ダイヤモンド型を形づくるようになった。こ
の増加の大部分は労働者階級により構成される。その
結果，彼ら労働者階級はホワイト・カラーと同程度の
収入を得るようになり，それと共に中流階級の生活様
式に自ら同化し，ここに労働者階級のブルジョワ化が
出現した，と。これについては次のような反論がなさ
れている。賃金の向上，労働条件の改善などは，必ず
しも今日の産業化社会における労働者の地位を変える
ものではない。彼らのライフスタイルも，決して中流
階級の模倣という形をとっていない。彼らは生活の諸
々の側面であくまでも中流階級とは一線を画してい
る，という反論である6）。確かに，イギリスにおける
労働者階級とホワイト・カラーを含めた中流階級との
厳然とした隔絶については，既に数多く指摘されてき
たことではあった7）。
　だが，かかる問題の正否を問うのがここでの問題で
はない。それへの一つのステップとして明らかにして
おく必要があることは，この問題での一つの要となる
ホワイト・カラーに代表される新中間層とは，そもそ
もいかなる階層を出身母胎としていたかということで
ある。この階層は後にもみるように，19世紀後半から
20世紀前半にかけて急速に成長した新たなる階層であ
る。彼らはいかなる社会経済的状況の中で生れ，そし
ていかなる社会経済的地位を占めていたのか，つまり
新中間層の姿を，19世紀における原初的な姿で捉えて
おくことが，まず必要であると考えられる。それを特
に，クラーク・事務職員に代表させて考察しようとす
るのが，ここでの目的である8）9）。
　注
　　1）P．Mathias，　The　First　lndustrial　Nation，
　　　London　1969，　p．259：小松芳喬監訳r最初の
　　　工業国家』1972年，271頁。
　　2）C．W．　Mills，　White　Collar，　New　York，
　　　1951，P．　ix：杉政孝訳「ホワイト・カラー』
　　　1971年（改訂），1頁。
　　3）　この非一貫性こそが，近年における中流階級
　　　の増加をもたらすものである，とは岸本氏の指
　　　摘するところである。（岸本重陳r中流の幻想』
　　　1978年，38頁。）
　　4）　G．D．　H．　Cole，　Studies　in　Class　Structure，
　　　London，1955，　pp．4－5．収入についていえば，
　　　家族全体の収入を基準とするのか，それとも個
　　　人のものとするのか，また職業についていえ
　　　ば，失業者，退職者をどう扱うのか，，雑多な職
　　　業をどう分類するのかが問題である。特に収入
　　　については，それを基準とすること自体につい
　　　て反対が多い。
　　5）A．J．　Mayer，“The　Lower　Middle　Class
　　　as　Historial　Problem，”ノournal　of　Modern
　History，　Vol，47，1975．
6）この問題についてはA田uent　WQrkerにっ
　いての一連の調査を参照のこと。（J．H．　Cold・
　thorpe　and　others　（ed．），　The　Affuent耳zo7－
　ker：lndustrial・4ttitudes　and　Behaviour，
　Cambridge，1968；The　Affuluent　Worker’
　Political　Attitude　and　Behaviour，　Can・
　bridge，　1968；　The　Affuluent　Worleer　in
　the　Class　Structure，　Cambridge，1967．）　こ
　の調査によれば，労働者階級は決して中流階級
　に同化もしていなければ，それに対する願望す
　らももっていない。現在起こっている変化は，あ
　る一定部分における両階級からの収敷現象とし
　て捉えられている。（lbid．，　Class　Structure，
　PP．24－9。）
7）　この問題については，内藤則邦『イギリスの
　労働者階級』1975年を参照。
8）　かかる新中間層の出現が，婦人労働者に対し
　ていかなる影響を及ぼしたかについては，すで
　に別稿で論じたところである。拙稿「19世紀末
　イギリスにおける新中間層の出現と婦人労働」
　「明治大学短期大学紀要』第24号，1978年を参
　照。
9）新中間層についての史的研究は，比較的立遅
　れた分野である。この問題を正面から取上げた
　ものとしては，D．　Lockwood，　The　Blackcoat．
　ed　Worleer’∠l　Study　in　Class　Conscious・
　ness，　London，1958；G．　Crossik（ed．），　The
　Lower　Middle　Clqss　in　Britain，　London
　1976；　A．Z）elgado，　The　Enormous　File’　ノ4
　Social　History　o／the（）Lfi7ce，　London，1979，
　がある。なおその労働条件等についての文献は，
　Bulletin　O／the　Society　for　the　Study　O∫
　Laboecr　History，　No。11，1965，　pp．60－66
　の文献紹介を参照のこと。
　H　19世紀後半における階級構成
　19世紀後半のイギリス経済は，大きく2つの時期に
区分することができる。1842年から73年にかけてのヴ
ィクトリア黄金時代と，1873年から96年にかけての大
不況期とにである。世界の工場として「あとにも先に
も一国が世界経済をこのように支配したことはなかっ
た1）」といわれるこの前半期にあっては，とりわけそ
のすぐれた鉄工業と機械工業の生産力を背景として，
国民の生活水準にも大きな改善がみられた。1851年か
ら81年にかけての30年間に，総国民所得は5億2，300
万ポソドから10億5，100万ポンドへと倍増したのであ
る2）。だがこの事実だけでは，国民の生活水準の向上
を指摘することはできない。これがどの階層にどのよ
うに分配されたかが問題なのである。
　まずこの時代における階級構成を明らかにしておこ
う。表一1は，1867年にバクスターによって作られた
もので，独立の収入を得ている20才以上の成人を分類
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表一1所得別階級構成
階　　　　級　　年間収入 数
上流階級
上流階級
中流階級
低中流階級
低中流階級
熟練労働者階級
半熟練労働者階級
農業労働者及び不
熟練労働者階級
£5，000以上
£1，000～£5，〔㎜
£300～£1，000
£100～£300
£100以下
£100以下
£100以下
£100以下
、；淵・9，・5・・
　150，000　　150，0001
、1翻1｝・・853・…l
i；il・i・liii｝・・7ss・…1
　D．Baxter，　The　National　lncome　of　the　United
　Kingdom，　Appendix　IV，1868，　p．88，　quoted　J．
　Burnett（ed．），　Useful　Toil，　London，1974，　p．261．
したものである。まず労働者階級が全体の約8割を占
め，その残りの約9割を低中流階級lower　middle　class
が占めている。
　既述のように，新中間層とは，収入の面は中流階級
の下層部分を占める層である。このバクスターの分類
では年収£300がその境となっている。彼らの収入に
ついては後にみるところであるが，年収£300という
のはごく普通のクラークにとってはまず手の届かない
額である。また本来の中流階級の1つの指標に，家事
奉公人domestic　servantの存在如何があり，その奉
公人を維持するのに必要とされたのが．£300である
ことを考え合わせるならば，この額は本来的な中流階
級と下層のそれとを分かつものとしては，ほぼ妥当な
数字といえよう。
　このような階級構成に対して，国民所得の増加分が
どのように分配されたのかが問題である。ボーリイに
よれば，この増加の分け前を多く得たのは弓削動者階級
ではない。というのは，労働者階級の取分は，1860年
から80年にかけて，2～3％落ちているからである3）。
更にバンクスも，ヴィクトリア中期の繁栄時代には，
いわゆる中流階級の人々の，その数その所得の増加が
あったという印象を拭い去ることができないと結論し
ている4）。
　だが，これについては反論もある。A・グラントは，
1851年と1921，31，51年の就業人口の比較を行った上
で，その割合についてはほとんど変化がみられなかっ
たとし，「中間階級という巨大で無定形なクッション」
が急激にあらわれたという主張を正当づけるものは何
もないと結論づけている5）。また，ヴィクトリア時代
における中流階級の雇用と教育との関連について論じ
たマスグロウブも，この時期において中流階級の職業
はほとんど拡大しなかったとの結論を得ているのであ
る6）。一体事実ほどうなのであろうかの検証が必要と
なってくる。
　国民所得の階級別分布を正確に知る手だてはない
が，所得税報告書によって，その概略を知ることはで
きる。まず表一2によって，年収£150以上を得ている
者7），つまり中流および上流階級に属すと思われる人
表一2総査定所得と人口
　　　（U．K．アイルランドを含む）??
1851
1861
1871
881
査定期間
1848－9～1852－3
1858－9～1862－3
1868－9～1872－3
1878－9～1892－3
£150以上の
総所得
£1051．1m．
£1299．1m．
£1882．1m．
£2506．3m．
????????
一i引
23・4％111・9％
44．9％113．2％
33，2％14．4％
　　　1
G．Best，　op．　cit．，　p．82
　　　　表一3　分類E8）による納税老
（GB）
収　入£ 1851 1871 増加率％
　200～
　300～
　400～
　500～
　600～
　700～
　800～
　900～
1，　OOO～
2，000～
5，000～
8，885
4，135
1，993
1，090
　603
　423
　293
　204
1，125
　235
　58
17，　529
8，213
4，　092
2，072
1，253
　788
　624
　353
1，　832
　356
　　80
97．3
98．6
105．　3
90．1
107．8
86．3
112．6
73．0
62．9
51．5
37．9
…－ 堰E9，・・4 37，192 95．3
G．Best，．op．　cit．，　p．83．
表一4　中産階級的職業の増加
???????????? ????? ?????????
?
1851
’000　％
?【????????
45
52
547
0．4
0．7
1．0
0．4
0．3
0．5
0，6
6．5
186・p・871
’ooo　l．％脚％
1881
34
63
116
39
29
　3
?????? ?
0．4
0．7
1．2
0．4
0．3
O．7
0．7
7，1
39
73
135
44
????
3810．371＿
119
73
838
ー?ー??
’OOO　％
44
84
183
51
47
　9
225
82
924
0，3
0．7
1．6
0．4
0．4
1，9
0，7
7．8
G．Best，　op．　cit．，　p．85．
一280一
個 人 研
?
々によって得られる収入が，人口増の割合以上のペー
スで増加していることが明らかとなる。問題は，この
増加がどの階層の増加によってもたらされたのかとい
うことである。表一3がその1つの手がかりとなる。
この表は，£200以上を対象としているので下層部分
の多くは除外されてしまうが，少くとも上流よりは中
流の方が，その伸びが大きいことがわかる。
　これを職業の上から裏づけてみよう。表一4による
と，本来の中流階級ともいえる専門職の就業人口に占
める割合は，教育を除いてほぼ横ばい，法律にいたっ
ては減少すらしている。マスグロウブが，この時代に
中流階級の職業は増加しなかったと述べているのも，
かかる職業に注目してのことである。増加が著しいの
は事務員，販売業等で」これらは中流の下層に属する
部分である。
　このように，この時期においては，何よりも下層中
流階級，つまり事務職員に代表されるホワイト・カラ
ーの増加が目立つことが，所得の上からも確かめられ
るのである。
　かかる増加は当時の経済構造に芽ざすものである。
そもそもが，事務職員達の仕事場であるオフィスその
ものが，時代の産物であった。17世紀，更には18世紀
においてすら，事務的な仕事は，プライベートな個人
の家において行われていた。1660年に設立された東イ
ンド会社は，1726年にシティの建物に移るまでそうで
あったし，銀行ですら同様であった9）。取引も文書に
よるよりは，口頭によって行われていたのである。
　それが産業革命の進展と共に，経常規模が拡大し．
かつ企業が都市へと移るにつれて，オフィスも個人の
家庭から事務所へと移されたのである。’が，1851年の
段階にあっては経営規模はまだ小さく，129，002人の
マスターが727，478人を雇う，つまり平均規模5．・6人
という状態であった。但し，マスターのうち41，732人
は雇用者を1人ももたないので，雇用主の平均をとっ
たとしても，8．3人にすぎないlo）。この段階にあって
は，経営も合理的判断に基づくというよりも，一種の
かんに頼り，その職種も経営者，会計係，一般事務職
の3つ程に分類されるにすぎない11）。
　それが，特に1855年の有限責任制度の導入により広
く可能となった株式会社制度が，1つにはより以上の
規模の大規模化をもたらした点j1つには所有と経営
の分離をもたらした点において，かかるホワイト・カ
ラーを増加させることとなった。もっとも，株式会社
は，必ずしも1855年以後急速に広まったわけでもない
し12），規模もアメリカに比べれば，はるかに小規模な
ものである。にもかかわらず，1893年から97年にかけ
て，年間会社登録数は2，515から5，140と増加してい
るし，1905年迄には，資本金£200万を越える企業が
出現するに至っている13）。19世紀の後半というのは，
大量生産方式と機械化とが，少数の産業だけでなく，
広く一般化していった時期なのである。かかる変化が
ホワイト・カラーの急速なる増加をもたらしていった
のである。
　注
　　1）PMathias，　op．　cit．，　p．251：同邦訳書，263
　　　頁。
　　2）　G．Best，　op．　cit．，　P．89．
　　3）　A．L．　Bowley，　Wages　and　Income　Since
　　　1860，London，1937，　p，97，　quoted　in　G．　Best
　　　oP．　cit．，　p．80．
　　4）　J．A．　Banks，　ProsPerity　and　Parenthood，
　　　AStudy　oノ，Family　Planning　among　the
　　　Victorian　Middle　Class，　London，1954，　p．
　　　109．
　　5）　A．Grant，　Socialism　and　the　Middle
　　　Class，　London，1958；p。35：西村勝彦他訳
　　　『社会主義と中間階級』ユ959年38頁。
　　6）F．Musgrove，“Middle・Class　Education　and
　　　Employment　in　the　Nineteenth　Century，”
　　　Economic　History　Review，2nd　aries，　XII，
　　　P．97．
　　7）　£150とは所得税の課税限度額である。但し
　　　1842－52年は£150，54－75年は£100，75－95
　　　年に再び£150，95年以後£160と．かなりの変
　　　動がある。　’
　　8）　分類Eとは，公務員など株式会社を含んだ公
　　　的団体からのサラリーに対する課税である。
　　g）　A．Delgado，　op．　cit．，　p．12．
　10）　D．Lackwood，　op．　cit．，　P．17．
　11）　Ibid．、　p．20．
　12）1885年迄に株式会社は5～10％をなすにすぎ
　　　ないし，特に製造業においては80年代半ばまで，
　　　家族企業が多くを占めていた。（B．LPayne，
　　　“Emergence　of　the　Large－scale　Campany　in
　　　Great　Britain，1870－1914，”Economic　History
　　　Review，2nd　series，　vol．2，1967，　P．520．）
　13）　Ibid．，　p．519．
　皿　ホワイト・カラーの状態
　そもそもホワイト・カラーの中心をなす事務職員・
クラークというのは，中世においては教会と結びつい
た特権的地位の保持者であり，また19世紀の前半まで
にあっては，成長しつつある産業資本家と個人的に結
びついた経営者側の一員であった。それが19世紀後半
ともなると，その数は加速度的に増加をはじめ，それ
と共にその特権的地位も、次第に掘り崩されることに
なるのである。
　ホワイト・カラーの増加の程度は，表一5に示す通
りである。1851年から91年にかけて数にして約6，5倍，
就業人口に占める割合にして約3倍にも増加してい
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表一5　男性就業者に占めるホワイト・
　　カラーの割合
1851・87・187・1　・911
?????????? ???? ?? ???
計　　％
計　　人
0，5
0．1
0．5
0．7
0，3
0．2
0．2
　2．5
144，035
0．4
0．2
0．5
1．3
0．2
0．0
0．3
0．3
0．　3
　3．5
262，084
0．4　　　0．5
0．2　　　0．4
0．6　’　0，6
2．6　　　3，0
0．2　　　0，4
0．2　　　0．4
0．3　　　0．3
0．5　　　0．7
0．5　　　0．8
　5．5　　　7．1
534，622，918，186
G．Crossich（ed．），　op．　Cit．，　p，19．
る。なかでも著しい増加をしているのが，商業事務に
代表される事務職員である。このような増加はかかる
事務職員に対していかなる影響を及ぼすものであらた
であろうか。
　そもそもホワイト・カラーが労働者階級に対しても
つ特権的地位とは，労働者の肉体労働に対して，それ
は非肉体労働に携わるということに代表されるが，具
体的には，賃金の高さおよび安定性，そして何よりも
昇進の機会が開かれ経営者の一員に成上がる可能性が
あるということ，つまりあくまでも経営者側の人間で
あるということであった1）。この2つの特権が，かか
る増加を経験した後も特権として機能しえていたかが
問題となる。
　①賃金
　一口に事務職員といっても，その含むところは非常
に広範囲である。これを端的に示すのが賃金なのであ
る。B．G．オーチャードは次のように述べている。
「この階層は他人に奉仕する者ではあるが，その潤沢
なサラリーによってクロートン等のような場所でかな
りの家で暮せる者から，（同じ事務職員でありながら）
週に12s．で暮すことに悪戦苦闘している者までを含
む2）。」
　一般的には，銀行や法律事務所，保険会社のような
準専門職的な事務職員の場合，18～20才で年£70～80
のサラリーで入職し，最高の地位に登って£500～600
というところである。あるオフィスでは，41人の事務
職員のうち，この額に達する者は2人であった。また
ある法律事務所では54人のうち，£100迄の者21人，
£100～200が25人，£200～300が6人，£300以上が
2人という構成であった3）。このように£300というの
は，ほとんどの事務職員にとってはまず手の届かない
額である。中流階級の生活様式を維持する1つの目安
が年£300であるとするならば，彼らはまさに本来の
中産階級とは一線を画した下層中産階級を構成するも
のだといえよう。
　表一6に示したのは，業種別の賃金である。事務職
員内部での格差が歴然と表われている。保険，銀行と
いったエリート層と鉄道に代表される下層部分との格
差である。だがそのエリート層においてでさえ，£160
を越える者は半数以下であり，多くが£90前後，週給
にして約33s．を得るにすぎない。1906年の商務省の調
査によれば，21才以上男子肉体労働者の平均賃金は約
29s．であり4），事務職員のそれとそれ程の差はない。
ブースの貧困調査によれば，事務職員における貧困の
割合は10％を越えるし5），またラウントリーの調査に
よれば，その貧困の最大の原因は低賃金である6）。か
かる低賃金が，かなり恒常的なものであったと考えら
れるのである7）。
表一6事務職員の賃金，1909年
産　業　別
???????? ?????
年収£160以上
の事務職員比率
????? ?
年収£160以下
の事務職員の平
均所得
£85
£90
£95
£91
£80
£80
D．Lockwood，　op．　cit．，　p．42．
　だがホワイト・カラーの賃金が，肉体労働者のそれ
と決定的に違う点は，それが規則性かつ安定性をもっ
ているという点である。これは労働貴族とも区別され
る点である。1887年のロンドンでの調査によれば，90
％の事務職員が賃金は規則的であると述べており8），
これは熟練労働者と比べてもかなり高い数字となって
いる。またラウントリーの調査においても，不規則性
を貧困の原因とした者は，わずか2．83％である。
　しかしこのような規則性にしても，確固としたもの
ではありえなかった。70～90年代ともなると彼らも景
気変動の波から自由ではありえず，失業の増大が目立
つようになってくる。例えば，かつては自身の地位を
景気変動の波からは超越したものと見倣していたリヴ
ァプールの事務職員でさえ，今や労働者階級と自身の
違いは，質の差ではなく程度の差でしかないと認めざ
るをえなくなっている9）。1891年1月にYMCAにお
いて，彼らのための職業紹介所が開設されたのも，そ
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のような現実を反映したものであろう。
　事務職員の失業とは，主に景気変動に伴うところの
倒産，事務機構の合理化によってもたらされたが，各
個別企業のみに通用する訓練を受け，普遍的技術をも
たない彼らにとって，失業の意味するところは大きか
った。彼らは個人主義的傾向が強く，集団主義的な労
働組合に結集するのを潔しとしないだけに，苦境の際
の状況には厳しいものがあったのである。「もしも事
務職員がその職を失ったならば，以前よりも低い或い
は全く不本意な報酬においてでさえ，再び仕事を見い
出すまでには長い時間が必要とされるであろう10）」と
いう状態であったのである。このように事務職員の賃
金というのは，少数のエリートを除けば，労働者階級
の上層部とほとんど変るところなく，規則性において
いくらか有利という程度のものであった。だが，もち
論事務職員のもつ特権的立場とは，このような経済的
側面に限られるものではない。「仕事にドレスアップ
して出掛ける」「座って仕事をする」「ボスの一員であ
る11）」等々という，あくまでも経営者側の人間である
という産業組織上の地位が，彼らの意識を支えていた
のである。でははたして彼らは実際に経営者の一員に
なりえたのか，それが問題となる。
　②　昇進の可能性
　事務職員は，かつては確かに経営者側の一一一・員であっ
た。リヴァプールにおけるパートナーシップによる企
業の半数は，かつては事務職員であったパートナーを
含んでいた12）。事務職が経営者への一つの訓練機関と
して機能していたのである。だが企業の大規模化が進
むにつれて，製造業における官僚化が進展し，かつ事
務職員の数も増加し，かかる経営老への徒弟期間とし
ての事務職員という役割は，当然のこととして薄れて
くる。例えばRoyal　Exchang　Assuranceの場合，
1840年には46人が6つの部門に配属されていたのが，
1900年には100人が7つの部門に，1914年には314人
が8つの部門にというように変化している13）。1つの
部門に配属される人数が多ければ多いほど，昇進に対
する競争もまた厳しいものとならざるをえない。
　またこの時期は同時に，タイプライターをはじめと
する事務の合理化，機械化が進展した時でもある。仕
事はわずかな知識で行うことが可能となり，その知識
は義務教育の普及によって全国民に与えられることに
なった。ここに至って，事務職員は何ら経営者への道
を示すものではなくなり，彼らは単なる使用人にすぎ
なくなったのである。
　このような事務職員の地位の低下を示す一つの指標
は，婦人労働者の増加である。全事務職員に占める婦
人の割合は，1861年の0．3％から1911年には18．1％に
まで増加している14）。婦人の割合は，その職業の不熟
練度の一つの指標であるというホブスボームの言葉を
まつまでもなく，婦人の進出は，事務職員の地位の低
下を象徴的に示す出来事である。
　加えて外国人，特にドイツ人の労働市場への流入
も，一つの脅威となった。数はそれ程多くはなかった
とはいえ（1871年2，498人，1917年6，171人15）），大
不況期に入り，その世界市場での地位をドイツ，アメ
リカに脅やかされつつあったイギリスにとっては，そ
の数以上の意味をもつものであった。彼らはドイツ語
という武器はもち論のこと，ドイツでの充実した職業
訓練を受けており，しかも低賃金で働くために，イギ
リス人事務職員達の地位をますます引き下げることに
なったのである。
　以上よりみると，19世紀末における事務職員の状態
は，次のブースの言葉に端的に示されていることが明
らかとなる。「その賃金は職人のそれを越えることは
ほとんどなく，昇進の可能性，社会的地位がそれを我
慢させている。が，昇進への見通しは著しく低く，ほ
んのわずかな可能性が，多くの目をまどわせているの
である16）。」
?
1）　ロックウヅドは，事務職員が労働者階級に対
　してもつ特権を，次のように述べている。一般
　的に，労働者以上の教育を必要とし，その仕事
　はきれいで，頭脳を必要とする。その服装は労
　働者とは異なり．雇用主と同一視されるもので
　ある。仕事も雇用主との個人的接触において行
　われる。その技術・将来は企業，雇用主と結び
　つき，他の雇用者に対して権威をもつ。そのサ
　ラリーは多くないにしても，保証され増加す
　る。昇進への可能性は疑いもなく存在し，例え
　現実にはそれがなかったとしても，個人を鼓舞
　するものとはなる。（D．Lockwood，　op．　cit．，
　P．34．）
2）　B．G．　Orchard，　The　Clerks　o／Liverpool，
　Liverpool，1871，　p，4，　quoted　in　G．　Crossick，
　oP．　cit．，　p．18．
3）　G．Best．，　op．　cit．，　p．90．
4）　Board　of　Trade，　Earnings　and　Hours
　Enquiry　1906－7，　Summary　Tables，1908，
　p．14，quoted　in　D．　Lockwood，　op．　cit．，　p．
　43．
5）　C．Booth，　Life　and　Labour　of　the　PeoPle
　in　London，　London，1902，2nd　series，　vo1．
　5，p．8，　Table　I．
6）　ラウントリーによれば，事務職員における第
　一次貧困の原因は，次のようになっている。主
　たる稼ぎ手の死亡一15．03％，主たる稼ぎ手の
　病気または老令一5．11％，失業2．31％，仕事の
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　不規則性一2，83％，大家族一22，16％，低賃金
　51．96％。（S．Rowntree，　Poverty，　A　Study　of
　Town　Li／fe，　LondQn，1901，　p。113．）
7）　もっとも，この低賃金の原因の1つには，そ
　の労働力構成が若年層に偏っていることがあ
　る。ブースのロンドン調査においても，これは
　25才迄に集中した職業として分類されている。
　（C．Booth，　op．　cit．，　p．44）
8）Condition　of　the　Working　Classes，　PP．
　1887，Ixx　i，　pp．309－315，　quoted　in　G．　Cro．
　ssick，　op．　cit．，　P．35．
g）　G．L．　Anderson，　p．125，
10）　The　Clerks　Cazette，31　December，1875，
　quoted　in　G．　L．　Andrson，　op．　cit．，　p．125．
11）　D．Lockwood，　op．　cit．，　P．34。
12）　G．L．　Anderson，　op．　cit．，　P．117．
13）　Ibid．，　p．114．
14）婦人の事務職員については，拙稿前掲論文を
　参照。
15）　G．L．　Anderson，　op．　cit．，　P．127．
16）　C．Booth，　op．　cit．，　P．278．
　IV　ホワイト・カラーの出身階層
　この時期のホワイト・カラーは，経済的には労働者
階級の上層部と何ら変るところのない，中流階級の下
層部分を形成していたということは，この階層の出身
母胎を知る上で重要である。
　それには2つのものが考えられよう。一つが労働者
階級から成り上がっていったものであり，一つが既成
中流階級から没落してきたものである。
　パーキンは，次のような推定を行っている。1881年
から1911年にかけて非肉体労働者の数は71％増加して
いる。それに対し，肉体労働者のそれは41％増であ
り，全職業をならすと48％である。ということは，非
肉体労働者の増加分71％のうち，狛は労働者階級から
の調達によって補充されたものである1）と。
　またクロ　一一シックもこの階級に特徴的にみられる向
上欲に注目し，前者がその主たる供給源であろうと考
えている2）。すでに1870年代において，リヴァプール
の鉄道の事務職員は，多く職人層から調達されていた
のである。
　だが，かかる見解については多くの反対もある。そ
もそも他のヨーロッパ諸国と比べて，教育によって昇
進を確保する体系的制度が少なく，雇用主やマネージ
ャーとの個人的接触によって雇用が決められるイギリ
スにおいては，特殊なコネクションをもつもの以外，
労働者階級からの入職はむずかしいというイギリス固
有の事情がその一つである。またこの時代は，労働者
達が社会主義や組合運動に目ざめはじめ．強烈な階級
意識をもち出した時期でもある。彼らが，中産階級と
は異った自らの階級文化を形成していったのもこの時
期である。事務職員達を経営者側の人間と見倣し，
「俺たち」とは異なる「やつら」と区別した排他的態
度も3），まさにこの時期に形づくられたと考えられる
のである。かかる両者に，はたして交流はありえたの
であろうか。
　確かにこの時代は，中流階級においても，その独特
の文化が形成された時である。それは特に下層部分で
顕著であった。彼らは収入面においては労働者階級の
上層部と何ら変わるところがなかった。それだけにそ
の生活様式において，彼ら固有のものを作り，労働者
階級と自らを区別させる必要が生じたのである。
　彼らは中流階級としての階級意識が強く，その生活
様式も，彼らより上の既成中流階級のそれの模倣とい
う形をとった。それは家庭を基盤として個人主義的性
格をもち，労働者階級における共同体的性格とは著し
い対象をなしている。その内容を構成するのは，まず
家事奉公人であり，子弟に対する教育であり，衣料の
質であり，装飾的な家，家具，更には娯楽なりであっ
た。この時代の中流階級の生活がいかに外見的かつ浪
費的なものであったかは，バンクスの書に詳しいとこ
ろでありの，またヴェブレンいうところの「街示的消
費」のまさに典型でもあった。
　その生活様式をホワイト・カラー達は模倣したので
ある。模倣であるが故に，かえってそれを誇張すること
によって，もとの姿からは程遠いものとなるという皮
肉な結果を生んだとはいえ，何故に，かくも外見的な
ものにこだわらなければならなかったのであろうか。
　彼らが中流階級というものにこれ程固執していると
いうことは，逆にいえば，それだけその地位が危うく
なっていることの結果でもある。経済面で労働者階級
上層部との差がなくなり，しかも義務教育の進展によ
り，労働者階級にも事務職員の必要条件である読み書
き能力が授けられ，それと共に彼らがホワイト・カラ
ー職へと進出する気配をみせるにつれ，そのような侵
入から自らを守る手段として，かかる強力なる階級意
識をもったのではないだろうか。ドイツの場合ではあ
るが，労働者階級との婚姻が，産業化の初期において
はかなりオープンに行われていたのに，産業化が進行
するにつれ，これが減少していったという事実も5），
かかる危機意識ゆえと思われる。ということは，労働
者階級からホワイト・カラー層への流入が，現実にか
なり存在しており，それが危機感を切実なものとして
いたと考えられるのである。
　このことは，婦人労働老の流入の問題によっても，
二重の観点から確かめられることである。第一に，婦
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人の進出は1890年から1900年にかけて急速に増加した
が，その出身母胎は当初は中流階級に限られていたと
はいえ，すぐに労働者階級からの競争に晒されること
になった。婦人においてでさえ労働老階級の挑戦から
自由ではありえなかったのである。第二は以下のよう
な点である。婦人の雇用は，ともすると男子の労働条
件を引ぎ下げ，或いは男子を放逐するものであるとさ
れていたが，多くの場合それはあたらない。産業革命
期の工場労働にしても，或いはこの時代のオフィスに
しても，婦人は男子に代替したわけではなく，新たに
拡大した部分に吸収されたのである。その結果はむし
ろ男子労働力の全体的レベルアップであった6）。つま
り底辺部分を婦人が支え，男子労働者を上へと押し上
げたのである。ということは，男子全体のレベルアッ
プが生じた中で，ホワイト・カラー層のみが，没落し
た中流階級によって調達されたとはまず考えられな
い。補充はむしろ労働者の上層部からなされたと考え
るのが妥当であろう。
　ラウントリーは次のように述べている。「熟練労働
者の場合，その息子は同じまたは同種の熟練職種の徒
弟となるが，事務職員となることも多々ある。社会的
観点よりみれば，事務職員となることは前進とみられ
ているが，しかしこのようにして得られる威光は，し
ばしば所得の減少を伴っている7）。」労働者にとっては
それは経済的というよりは社会的向上を意味していた
のである。事務職員は，これら向上意欲をもった労働
者階級より調達されていたといえよう。一見絶対的と
もみえる両階層間の敵対意識は，むしろこのような両
者の密接な関係の裏返しともいえるのである。
注
1）H．J．　Perkin，“Middle・Class　Education　and
　Employment　in　the　Nineteenth　Century：A
　Critical　Note，”Economic　History　Review，
　2nd　ser玉es，　vol．14，1961－62，　P．130．
2）　G．Cr◎ssick，　op．　cit．，　P，35．
3）　内藤則邦，前掲書，第3章。
4）J．　A．Banks，　oP．　cit．，パンクスはこの生活
　水準の高さを出生率の低下と結びつけて考察し
　ているが，1920年に，事務職員は最も低い出生
　率をもつ階層であった。
5）　G．Crossick，　op．　cit．，　P．29．
6）T．May，　The　Economy　1815－1914，　Lon・
　　　don，1972，　P，167．
　　7）　B．S．　Rowntree，　op．　cit．，　p．103．
　V　むすびにかえて
　19世紀の後半にその数を増加させ，ホワイト・カラ
ーを中心として新たな一つの階層を形成した新中間層
は，当初はその数も限られ，明らかに経営の側に組す
る特権階級であった。だが，一方では規模の大型化に
よる管理部門の拡大，また一方では義務教育の普及に
よる国民全体の教育水準の向上という需要・供給双方
の原因によって，ホワイト・カラーは増加の一途を辿
り，それと共にその特権的地位も次第に掘り崩されて
いったのである。そのホワイト・カラーの供給源とな
ったのは，いかなる階層であったのか．これが本論の
問題であった。そして，ホワイト・カラーと労働者階
級の根強い敵対意識にもかかわらず，あるいはそれが
故に，労働老階級の上層部より調達されたと考えられ
るというのが，ほぼ結論であった。
　ところで，これを労働貴族の中流階級に対する態度
より検討したのがR，Ω．グレイであるD。彼はエディ
ンバラの労働貴族を例にとり，彼らが‘respectability’
と‘self　irnprovement’という中産階級の価値感をそ
のまま受け入れ，他の労働者とは一線を画した排他的
集団を形成していたことを明らかにしている。だが，
かかる価値感保持は，2つの相反する態度の表明とも
受取ることができる。1つはブルジョワイデオロギー
に対する積極的同化とみる見解と，むしろその逆で，
自身の階級的独自性の表明，すなわち中流階級に対す
るレジスタンスとみる見方である。しかし，この2つ
の態度は必ずしも共存しえないものではないのではな
いか。彼らは確かに強烈なる階級意識をもっていた。
が，それはむしろ身近な者に対する敵対意識の表われ
でもある。自分達の仲間から成り上がっていくものを
身近にみているが故の敵対意識であり．それが強烈な
る階級意識を醸成させていたといえるであろう。この
両者は決して隔絶した2つの階級ではないのである。
　注
　　1）　R．9．Gray，‘Styles　of　Life，　The　Labour
　　　Aristocracy　and　Class　Relations　in　Later
　　　Nineteentb　Century　Edinburgh，’　Interna・
　　　tionl　Review　of　Social　History，　voL　XVII，
　　　1973．
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